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地
域
で
協
力
し
て

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
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…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

　　　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
第

２
期
の
幼
虫
期
と
な
り
、
被
害
が
広

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
皆
さ
ん
の
自
宅
の
敷
地
や
所
有
地

の
樹
木
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
自

助
努
力
を
し
な
が
ら
、
地
域
で
協
力

し
合
っ
て
効
果
的
な
駆
除
を
お
願
い

し
ま
す
。
網
を
張
っ
た
巣
を
つ
ぶ
し

た
り
、
焼
却
す
る
の
が
最
も
効
果
的

な
方
法
で
す
。
数
を
減
ら
す
こ
と
が

大
切
で
す
の
で
、
早
め
の
確
認
と
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
動
力
噴
霧
器
の
貸
し
出
 

　
し
を
し
て
い
ま
す
。
各
総
合
支
所

　
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
市
民
 
 

　
環
境
課
生
活
環
境
係

�　
結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
市

で
は
、
検
診
対
象
者
を
65
歳
以
上
と

し
て
、
５
月
か
ら
結
核
検
診
を
各
地

域
の
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
な
ど
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
受
け
る
機
会
の
な
い
65
歳
以
上

の
人
は
、
市
の
検
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
各
地
域
で
行
う
最
終
の
検

診
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
部
健
康
　

推
進
課
（
TEL
81
・
０
７
２
６
）

結
核
検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）の

受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

�
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
納
付
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�
国
保
税
に
関
す
る
詳
細
は
、
広
報

あ
づ
み
の
６
月
号
（
�

16
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
国
保
税
軽
減
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

�
　
低
所
得
者
の
国
保
税
軽
減
制
度

　
が
あ
り
ま
す
。
次
の
表
に
該
当
す

　
る
世
帯
は
、
国
保
税
の
う
ち
均
等

　
割
と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
世
帯
主
 

　（
国
保
加
入
者
で
な
い
世
帯
主
含
む
）
、

　
加
入
者
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

・
２
割
軽
減
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
 

　
は
申
請
が
必
要
で
す
。
（
７
割
・
５

　
割
軽
減
の
場
合
は
不
要
）

▼
納
付
回
数
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

�
　
こ
れ
ま
で
は
、
納
付
回
数
が
　

　
回
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
９

　
回
に
な
り
ま
し
た
。

※
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に
保
険
税

　
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

　
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
近
く
の
総

　
合
支
所
市
民
係
、
市
民
課
国
保
年

　
金
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当

�
 
 
（
TEL
82
・
３
１
３
１
）

・
各
総
合
支
所
内
市
民
環
境
課
市
民
係

�
豊
科
（
TEL
72
・
３
１
１
１
）

�
穂
高
（
TEL
82
・
３
１
３
１
）

�
三
郷
（
TEL
77
・
３
１
１
１
）

�
堀
金
（
TEL
72
・
３
１
０
６
）

�
明
科
（
TEL
62
・
３
０
０
１
）

国
民
健
康
保
険
税
納
付
書
は

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
を
実
施

お

知

ら

せ

information
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穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

　
平
成
18
年
５
月
の
開
発
審
査
分

�
　（
承
認
日
　
平
成
18
年
６
月
15
日
）

■
　ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
穂
高
８
０
７
‐
１
他
５
筆

�
・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
目
的
　
駐
車
場
（
駐
車
台
数

53
 
 

　
台
）
の
立
地
「
一
時
転
用
」

■
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
�
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
穂
高
５
６
１
７
‐
１

�
・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
内

�
・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
無

　
線
基
地
局
の
立
地
（
穂
高
郵
便
局

　
屋
上
へ
ア
ン
テ
ナ
設
置
）

■
�
エ
イ
ワ
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
北
穂
高
２
８
３
３
‐
１

�
・
開
発
面
積
�

�
・
目
的
　
工
場
「
製
品
保
管
倉
庫
」

　
の
増
築
（
建
築
面
積
８
０
７.
0
0
�
）

■
　セ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
有
明
９
５
１
８

�
・
開
発
面
積
�

�
・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
　Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
牧
２
２
３
０
‐
３
１
０

�
・
開
発
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
 
の
内
�

　
・
目
的
　
携
帯
電
話
移
動
通
信
用
　

　
無
線
基
地
局
の
立
地
（
泉
郷
ホ
テ
ル

　
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
安
曇
野
屋
上
へ
ア
ン

　
テ
ナ
設
置
）

■
　ア
サ
カ
ワ
工
務
店
の
開
発
事
業

�
・
場
所
　
柏
原
９
７
４
‐
３
他
１
筆

�
・
開
発
面
積
　
�

�
・
目
的
　
社
屋
事
務
所
・
駐
車
場
（
駐

　
車
台
数
20
台
）
の
立
地

�
※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
県
内
一
斉
に
『
夏
の
交
通
安
全
や
ま

び
こ
運
動
』
が
７
月
25
日
（
火
）
か

ら
31
日
（
月
）
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

�
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交

通
量
が
増
え
ま
す
。
も
う
一
度
交
通

ル
ー
ル
を
再
確
認
し
て
交
通
安
全
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
慎
重
で
無
理
の
な
い
安
全
な
運
転

　
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
十
分

　
な
安
全
確
認
を
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
気
軽
に
利
用
し
て
い
る
自
転
車
に

　
も
交
通
法
規
が
あ
り
ま
す
。
左
側

　
を
通
行
し
、
一
時
停
止
標
識
の
あ

　
る
と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
停
止
を
す

　
る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
夏
は
、
さ
わ
や
か
な
安
曇
野
に
多

　
く
の
観
光
旅
行
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、

　
安
全
で
優
し
い
安
曇
野
市
を
Ｐ
Ｒ

　
し
ま
し
ょ
う
。
　

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内
　

防
災
交
通
課
（
TEL
72
・
３
１
１
１
）

私たちの時間を返して
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（株）（株）

（株）

（株）

（有）

（有）『
信
濃
路
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち
』

社会教育指導員　宮島義征

No.

、、

、、

　勤務時間の関係で、午後三時半には帰途に

つく。ちょうど小学校の子どもたちが帰宅す

る時間帯になる。最近も秋田県で子どもが被

害者になる痛ましい事件が発生したばかりで、

通りすがりに心の中で子どもたちにかける言

葉も「交通事故に気をつけろよ」だけでは足り

ない。

�緑の腕章をつけた方々が子ども達を見守って

いてくださる。「こども安全パトロール中」のス

テッカーをつけた車も巡回している。親が車で

迎えに行くことが多くなったとも聞く。多くの

方々に守られて、屈託ない表情の子ども達の姿

に一瞬心が和む。だがその一方で、心の底にある

やり場のない複雑な思いに気付く。

�子どもの成長過程には、その年代だからこ

そ経験することに意味がある事柄がある。そ

れは、大人が介在しない世界での子ども自身

の生の体験を通してのみ可能となるものが多

い。学校にあっては先生方の、家庭では親や家

族の目配り気配りに守られる中、自然との触

れ合いや、友だちや知らない大人たちとの交

流を通して感受性を磨き、情操を涵養し、人と

の交わり方や、世の中には許されないことが

あることを知ったり、時には親にも言えない

ヒヤッとするような体験から危険回避の知恵

を身に付けたりと、様々な体験ができるのは

下校時刻から帰宅するまでの時間くらいしか

ないではないか。

�子どもたちは今、この貴重な時間を奪われ

てしまった。何よりも命の安全が第一だ。だが、

子どもが子どもだけの世界を持てずに過ぎ去

っていく時間を取り戻すことはできない。

かんよう

……………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………
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工事名 工事箇所 請負者 請負代金

(市単)特環下水道関連道路占用
路面復旧(富田・嵩下地区)工事

明科中川手県町

明科光

穂高牧

穂高柏原

穂高有明

穂高有明

 岩渕建設（株）

（有）長幅建設

（有）宮島建設工業

（株）松尾

（有）精進建設

（株）大丸組

7,560,000

3,675,000

5,250,000

4,620,000

6,331,500

8,400,000

市道新設改良事業
明科県町線側溝改良工事

公共下水道明科光地区管きょ工事
第40工区

林道北沢線路肩復旧工事

(市単)公共下水道関連道路占用
路面復旧(柏矢町地区)工事
(市単)特環下水道関連道路占用
路面復旧(新屋地区)工事

入札契約結果（平成 18 年 5月分）

均等割・
平等割の
7割を軽減

均等割・
平等割の
5割を軽減

均等割・
平等割の
2割を軽減

軽減額の基準 基準となる所得金額

33万円以下

33万円＋(24万5千円×
世帯主以外の被保険者数)

33万円＋(35万円×
被保険者数)

堀金保健センター

小倉多目的研修センター

三郷保健センター

明科総合福祉センター

豊科保健センター※

青木花見公民館

有明会館（JA有明支所）

西穂高会館（JA西穂高支所）

穂高健康支援センター

検診日 時間 地域 会場

8/1
(火)

8 /2
(水)

  9:00～  9:40

10:10～10:30

11:00～11:45

13:30～14:30

10:30～11:30

13:00～13:30

14:00～14:30

15:00～15:30

16:00～16:30

堀金

三郷
�

明科

豊科

穂高

※受診券裏面が 8/2（木）となっているのでご注意ください

（単位：円）


